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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、保育者（保育士及び幼稚園教諭）と小学校教諭の道

徳指導観を比較検討することであった。現職の保育者・小学校教諭と保育者・教員養成課程の

学生を対象として、幼児期に道徳性や規範意識の芽生えを培う上で配慮すべきことについて自

由記述を求め、テキストマイニングの手法を用いて分析を行った。その結果、小学校教諭が道

徳教育の目標や指導内容を重視する記述を行うのに対して、保育者は子どもの思いや気持ちに

寄り添うことを重視する記述を行う傾向にあることが示された。また、こうした相違は養成課

程の学生の段階から認められるものの、学生は現職者よりも賞罰による直接的な指導を志向す

る傾向にあることが示された。 

 
研究成果の概要（英文）：This research compares the views of childcare workers (nursery 

school and kindergarten teachers) and elementary school teachers on moral guidance. The 

subjects of the study are current childcare workers, elementary school teachers, and 

trainees undergoing childcare and teacher-training courses. They were asked to write 

freely about what they thought fostered morality and normative consciousness in early 

childhood. Text mining was used to analyze their output. The results showed that childcare 

workers tend to emphasize the importance of embracing children’s thoughts and feelings, 

whereas elementary school teachers tend to emphasize moral education goals and guidance 

contents. In addition, although the distinction in views between childcare workers and 

elementary-school teachers was echoed in the views of the trainees, the results showed that 

the trainee childcare workers and teachers tended to prefer direct guidance through 

rewards and punishments more than current childcare workers.  
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１．研究開始当初の背景 

 新しい学習指導要領において「生きる力を
育む」という教育の目標理念が改めて確認さ
れる中、道徳教育の充実・強化を図ることが
喫緊の課題となっている。各学校段階におけ
る重点が明確に示される一方で、道徳教育は
すべての学校段階において一貫して取り組
むべきものであることが強調され、「接続に
配慮」することが求められている。しかし、
とりわけ保育所・幼稚園と小学校との接続に
は、「小１プロブレム」という言葉もあるよ
うに、多くの困難がある。 

 接続を困難にする要因としてまず考えら
れるのが、学校種による指導形態の相違であ
る。環境を通して規範意識の芽生えを培う
「幼児教育」（保育）と道徳の時間を「要」
として道徳的価値観の形成を図る「小学校教
育」とでは、指導形態に大きな相違があり、
保幼小の異校種間で共通理解を図ることは
容易ではないものと推察される。 

 また、道徳教育へのアプローチは、一般に
子どもに特定の道徳的価値を理解させ、習慣
化させることを目指す「伝統的アプローチ」
（インカルケーションや品性教育など）と、
こうした価値の教え込みに反対する「発達的
アプローチ」（価値の明確化や認知発達理論
に基づく道徳教育）に大別される（Nucci, 

2006; 首藤, 2009）。さらに、２つのアプロー
チを統合する様々な試みがなされる（伊藤, 

2009）一方で、理論的基盤の異なるアプロー
チの統合では心理・発達的観点が軽視され
「教え込み」偏重となる傾向にあるとの批判
もあり（Nucci, 2006）、百家争鳴である。例
えば、ひとくちに幼児教育といっても、幼稚
園教育要領が改訂されるたびに「教え込みや
強制はかえって道徳性や規範意識の芽生え
をつみ取ることになる」（岩立, 2008）との指
摘が繰り返されるように、道徳指導へのアプ
ローチは一様でないのが現状である。 

保幼小の接続の阻害要因をさらに突き詰
めていくと、最終的には一人ひとりの教師・
保育者の道徳指導観の多様性の問題に行き
つく。これまで道徳教育に関しては、学校園
単位で道徳指導観を共有していくことの重
要性が指摘されてきた（文部科学省, 2001）。
しかし、保幼小の接続に配慮する上では、さ
らに一歩踏み込んで、地域の保育・教育機関
が一体となって、幼児期から児童期にかけて
の道徳発達・指導に関する共通理解を目指す
必要がある。そのためにも、道徳指導観に関
して、現時点でどの程度認識が共有され、ど
こに相違があるのか、その現状を把握する必
要がある。特に教師や保育者の指導観はその
原型が学生時代に形成され、熟達する中で変
容していくことを踏まえると、養成段階も含
めて、若手から熟練に至るまでの発達的な検

討が急務である。 

２．研究の目的 

 教師・保育者の道徳指導観は、校種（幼保
と小）や教師・保育者としての熟達レベル（学
生、若手、熟練）などによって多様であるも
のと推察される。そこで本研究では、これら
の要因が及ぼす影響を中心に、教師や保育者
における道徳指導観の多様性と共通性を、テ
キストマイニングによる自由記述文の分析
から探索的に検討することを目的とした。 
本研究において、テキストマイニングを方

法の中核に据えたのは、事前に予備的検討を
行ってきた結果から、道徳指導観の違いは質
問項目への評定よりも自由記述において明
確になると予想されたためである。予備調査
として道徳指導観の相違を評定項目から捉
える試みを行ったところ、項目を作成しよう
とすると不自然なものとなってしまう上に、
調査対象者の回答も社会的に望ましい方向
に歪められてしまう可能性が示唆された。他
方、自由記述では回答者が日頃から用いてい
るより自然な言葉を捉えることが可能とな
る。さらには、テキストマイニングの手法を
用いることで、客観的・数量的な分析も可能
となる。以上の理由からこの方法を採用した。 
 従来の道徳教育に関する研究の多くは、特
定の理論的アプローチに基づく実践的研究
あるいは優れた教育者や熟練保育者の指導
観に関する質的な検討が中心であり、広く一
般の教師や保育者を対象として指導観の共
通性と差異性を俯瞰的に捉えようとする試
みは必ずしも多くはなされてこなかった。本
研究では、テキストマイニングによる自由記
述の分析から、この未検討の課題にアプロー
チした。 

３．研究の方法 

 本研究の目的は、保育士・幼稚園教諭・小
学校教諭の道徳指導観を比較検討すること
であった。この目的のために、養成段階の学
生から若手・熟練の現職教師及び保育者まで
を対象とした質問紙調査を実施し、保幼小の
接続期に道徳性や規範意識の芽生えを培う
上でどのような指導が必要と思うかについ
て率直な意見（テキストデータ）を収集した。
その上で、テキストマイニングによる分析か
ら、道徳指導観の共有（あるいは多様性）の
実状を探った。具体的には、校種（保と幼、
小）や個人の熟達レベル（学生、若手、熟練）
による道徳指導観の差異と共通性を明らか
にすることを目的として対応分析を行った。 

４．研究成果 
(1)道徳指導観の比較検討 
幼児期に道徳性や規範意識の芽生えを培

う上でどのようなことに配慮が必要かにつ
いて自由記述を求め、回答が得られた保育者
（保育士 35名、幼稚園教諭 44名）79名、小



学校教諭（主に低学年担当者）72名、大学生
（教育学部）128 名、短期大学生（幼児教育
学専攻）230名を分析対象とした。保育者（保）
及び小学校教諭（小）については、経験年数
に基づく中央値折半により、それぞれを「若
手～中堅」（若）または「中堅～熟練」（熟）
として、保若（21 年未満）39 名、保熟（21
年以上）40 名、小若（23 年未満）36 名、小
熟（23 年以上）36 名の 4 群に分けた。大学
生（大）は、大未（幼児教育コースの実習未
経験学生）37名、大済（幼児教育コースの実
習経験済学生）24名、大養（幼児教育コース
以外の教員養成課程学生）42名、大非（非養
成課程学生）25名の 4群に、短期大学生（短）
は、短未（実習未経験学生）119名と短済（実
習経験済学生）111名の 2群に分けた。 
 分析は R（ver2.10.1）と RMeCab（ver0.87）
を用いて行った。自由記述文を形態素解析に
かけ、「名詞」と「動詞、形容詞、副詞」を
抽出し、それぞれについて、10群のいずれか
で出現頻度が上位 15 以内にランクインした
語（全体での出現頻度が 20 未満のものを除
く）を分析の対象とした。なお、名詞につい
ては、協議の上、重要でないと判断された語
（「こと」「よう」など）と教示文に記した語
（「道徳」「規範」など）を、動詞等について
は教示文に記した「培う」のみを予め削除し
た。また、異表記（「ほめる」と「褒める」
など）は統一する処理を行った。最終的に抽
出された名詞 33語、動詞等 31語の出現頻度
についてそれぞれ対応分析を行った。2 つの
軸の累積寄与率は、名詞で 73.0%（第 1 軸
51.6%、第 2軸 21.4%）、動詞等で 67.0%（第 1
軸 35.6%、第 2軸 31.4%）であった。 
対応分析の結果の散布図（Figure 1、 2）

から、名詞と動詞等のいずれについても、第
1 軸が現職者と学生（名詞は正が学生、動詞
等は正が現職者）を、第 2軸が小学校教育と
幼児教育及び保育（いずれも正が小、負が幼
保）を弁別する次元と解釈できる。保育者と
小学校教諭は、経験年数にかかわらず、それ
ぞれに学生とも異なる特徴的な記述をして
いた。小学校教諭（【小若】【小熟】）の記述
と関連の強い語は、「集団」「場面」「心」な
どの名詞と「育てる」「守る」「せる」などの
動詞であった。また、幼児教育を専門としな
い学生（【大養】【大非】）と同様に、「きまり」
「しっかり」などの語も多用された。データ
と照合すると、小学校教諭では「集団で生活
する上でのきまりを守る、意識させる」「し
っかり教える、学ばせる」「生活の場面で」「心
や態度を育てる」などの記述が特徴的であっ
た。 
他方、保育者（【保若】【保熟】）の記述と

関連の強い語は、「友達」「思い」「トラブル」
などの名詞、「見る」「伝える」などの動詞、
「どう」という副詞であった。また、幼児教

育を専門とする学生と同様に「気持ち」「理
解」などの語も多用された。データと照合す
ると、保育者では「子どもの様子を見る」「子
どもの目を見て話を聞く」「友達とのトラブ
ル」「友達の思い」「どうだったか」「どうし
たかったのか」「子どもの思い」「気持ちを伝
える」などの記述が特徴的であった。 
 学生が「見守りつつ、教えてあげ、ほめて
あげる」（主に【短未】）、「悪いと教える、叱
る、注意する」（主に【大非】）のように賞罰
による直接教示を志向するのに対して、小学
校教諭は道徳教育の目標や指導内容を、保育
者は子どもの思いや気持ちに寄り添うこと
を重視する傾向にある可能性が示唆された。 

 

Figure 1 自由記述に含まれる「名詞」の対
応分析の結果の散布図 

 
 

 
Figure 2 自由記述に含まれる「動詞、形容
詞、副詞」の対応分析の結果の散布図 
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(2)道徳性の芽生えに関する認識の比較検討 
 保育者と小学校教諭の道徳指導観につい
て、上述の通りの相違が認められた。こうし
た道徳指導観の相違は、そもそも道徳性の芽
生えのとらえ方が異なることに起因する可
能性もある。そこで、実際のところ、両者が
道徳性の芽生えをどのようにイメージをし
ているのかについて検討を行うこととした。 
 保育者 61 名と小学校教諭 53 名から、「幼
児期における道徳性の芽生えとはどのよう
なものか」について自由記述（箇条書きで 5
つ以内）による回答を得た。その上で、同一
の問いに対する保育系短期大学生 412 名（K
短大及び T 短大の 1、2 年生）の自由記述と
ともに分析・検討を行った。 
 テキスト分析には、PASW Text Analytics 
for Surveys 3.0.4（以下、TAFS）を用いた。
まず、自由記述について感性分析（肯定的／
否定的などの意味を把握する）によるキーワ
ード抽出を行った上で、「タイプ」（キーワー
ドをグルーピングするための文法的あるい
は意味的識別子）の出現頻度に基づくカテゴ
リの作成を行った。TAFS には「品詞タイプ」
（「名詞」「動詞」など）と「感性タイプ」（「ポ
ジティブ」「ネガティブ」など）の 2 タイプ
があるが、本研究では「感性タイプ」に基づ
いてカテゴリを作成した（出現頻度は 30 回
以上に設定した）。以上の手続きを経て、「ポ
ジティブ」に分類されるタイプとして、「良
い」（「素直」「良い」「仲良い」など）、「優し
い」（「優しい」「優しくする」など）、「感謝」
（「ありがとう」「感謝の気持ち」など）、「遊
ぶ」（「遊ぶ」「楽しい」など）の 4つを、「ネ
ガティブ」に分類されるタイプとして、「悪
い」（「悪い」「けんか」など）、「謝罪」（「ご
めんなさい」「謝る」など）、「我慢」（「我慢」
「我慢する」など）の 3つを分析の対象とし
た（なお、TAFS では本来、「優しい」は「褒
め・賞賛」、「遊ぶ」は「楽しい」、「我慢」は
「悲しみ全般」という名称であるが、今回の
データの実態にあわせて名称をわかりやす
く変更した）。 
 次に、6群（保育者、小学校教諭、K短大 1
年、K短大 2年、T短大 1年、T短大 2年）に
おける上記 7タイプの出現頻度について対応
分析を行った。2つの軸の累積寄与率は 77.7%
（第 1 軸 49.0%、第 2 軸 28.7%）であった。
対応分析の散布図（Figure 3）から、第 1軸
は現職者と短大生を（正が現職者）を、第 2
軸は保育者・短大 2年生と小学校教諭・短大
1 年生を（正が保育者・短大 2 年）弁別する
次元と解釈できそうである。 
 プロットの状況を踏まえつつテキストデ
ータと照合すると、短大生は現職者に比して、
「ありがとう」（感謝）や「ごめんなさい」（謝
罪）が言えること、あるいは他者に優しくす
ること（優しい）を道徳性の芽生えとして挙

げる傾向にあるといえそうである。また、小
学校教諭では、保育者らに比して、やっては
いけないこと・悪いことを理解すること（悪
い）や我慢できるようになること（我慢）を
道徳性の芽生えとして挙げる傾向にあり、ポ
ジティブな内容（良い）についての言及が相
対的に少なかった。他方、保育者では、道徳
性の芽生えを遊びの中に見出す記述が相対
的に多くみられた。こうした認識の相違が、
幼保小で異なる道徳指導観の背景にあると
推察された。 

Figure 3 道徳性の芽生えに関するイメージ
の対応分析の散布図 

 
(3)その他の検討と今後の展望 
 本研究では、上記の 2つの検討の他に、道
徳指導観と関連して、教育学部生を対象に、
体罰に関する認識について一連の検討を行
った。さらには、道徳性の芽生えを培う上で
親と保育者のそれぞれが果たすべき役割に
ついて、保育者養成課程の短期大学生と教育
学部生の認識を比較検討した。これらの一連
の研究から明らかにされたことは、現職の保
育者、教諭、さらには学生のそれぞれが多様
な道徳発達観・指導観を持っているが、校種
（幼保と小）や教師・保育者としての熟達レ
ベル（学生、若手、熟練）による特徴が認め
られるということであった。特に、小学校教
諭は道徳教育の目標や指導内容を、保育者は
子どもの思いや気持ちに寄り添うことを重
視する傾向にあることが示された。 
 こうした道徳指導観の差異について考察
していく上で示唆的なのが、倉橋惣三の『幼
稚園真諦』である。倉橋はその冒頭で、保育・
教育についての考え方に種々の意見が生じ
る背景には「人生観の相違」があり、教育態
度に関しても、教育の目的を本拠とした態度
と教育の対象の特質に基づく態度のふたつ
があると指摘した。その上で倉橋は、幼児教
育・保育は対象本位になされるべきであると
論じている。本研究の結果について大雑把な
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とらえ方をすると、今日の保育者と小学校教
諭との間にも、同様の教育態度の違いがある
と指摘し得るものと思われる。 
 先述の通り、道徳教育の方法は、一般に、
子どもに特定の道徳的価値を理解させ、習慣
化させることを目指す「本質主義」あるいは
「伝統的アプローチ」と、こうした価値の教
え込みに反対する「進歩主義」あるいは「発
達的アプローチ」に大別される（越中, 2010; 
伊藤, 2009; Nucci, 2006; 首藤, 2009）。教
育的価値の伝達を重視する前者には、インカ
ルケーション（ inculcation）、品性教育
（character education）などと呼ばれるア
プローチがある。他方、このような価値の伝
達・強制を軸とした相対主義的・伝統的アプ
ローチに対して、子どもの自発性・主体性を
重視しているのが、Kohlbergの認知発達理論
に基づく道徳教育に代表される、後者のアプ
ローチである。 
これらの 2つのアプローチについては、両

者を統合しようとする様々な試みがなされ
ている（Nucci, 2006）。例えば、Narvaez（2006）
の統合的倫理教育（ integrative ethical 
education）もそのひとつであるし、Positive 
psychology などに依拠している Berkowitz, 
Sherblom, Bier, & Battistich（2006）の
Positive youth development（PYD）も同様
である。また、「アメリカでは一種のブーム
となっている」（首藤, 2009）と評される
Lickona の Character education も統合的な
アプローチのひとつといえよう（Nucci, 
2006）。今日、道徳教育については、「自主性・
主体性の尊重」と「価値の伝達（強制）」を
両立すべきという考え方が一般的になって
いるといえるのかも知れない。しかしながら、
他方で Nucci（2006）のように、理論的基盤
の異なるアプローチの統合では心理・発達的
観点が軽視され「教え込み」偏重になると警
鐘を鳴らしている研究者もいる。 
 保育者・教師及び学生の道徳指導観につい
ても、価値の伝達を重視する考え方、自主
性・主体性を重視する考え方といった違いが
あり、さらには、2 つの考え方を統合し得る
ものとみなすか否かの違いもあるものと推
察される。例えば、倉橋の指導観は明らかに
進歩主義的・発達的アプローチと呼べるもの
であり、統合的なアプローチに与するもので
はないと思われる。しかしながら、すべての
保育者が同様の指導観を抱いているわけで
はないだろうし、小学校教諭の指導観もまた
様々であろう。本研究は、保育者と小学校教
諭（さらには学生）の特徴をあくまで大まか
に、相対的にとらえたものである。指導観の
多様性に鑑みると、こうした研究とは別に、
一人ひとりの教師・保育者（及び学生）の考
えや思いを丁寧にとらえていく試みも必要
であろう。 

 今後、一人ひとりの教師・保育者の道徳指
導観を丁寧にとらえていく上では、倉橋が言
うところの「人生観の相違」にも目を向ける
ことが必要となるであろう。Nucci（2006）
は、①自由主義（Liberalism）と共同体主義
（Communitarianism）の対立（自由の尊重か、
美徳か）、②モダニズム（Modernism）とポス
トモダニズム（Postmodernism）の対立（道
徳発達は普遍的か否か）、③モダニズムとプ
レモダニズム（Premodernism）の対立（進歩
主義か、保守反動的復古主義か）の 3つの視
点から道徳教育に対するアプローチの対立
をとらえているが、この視点は一人ひとりの
教師・保育者の道徳指導観をとらえる上でも
有用であると思われる。今後は、教師・保育
者の人生観あるいは社会態度などの観点を
交えつつ、さらに詳細な検討を進めていく必
要がある。 
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